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メチルヘキサン (3MHX)中の捕捉電子の ESRスペクトルの飽和曲線を測定し, それから求めた (TI
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次に第4章では2メチルテトラヒドロフラン (MTHF)-CH3CN系中の捕捉電子の挙動について研 究
している｡ この系を γ線照射すると捕捉電子による1 本線スペクトルが観測されるが, この系を光励起す
ると1本線スペクトルは消滅して メチルラジカルによる4本線スペクトルが現われた｡ この結果は CH3
CN による 〃励起電子〃の共鳴的捕獲であるとして解釈を行なった0
最後に第5章ではγ線照射とテトラメチルp-フェニレンジアミン (TMPD)の光イオン化で生成した
捕捉電子の挙動を比較している｡ γ線照射の場合, 捕捉電子濃度は最初線量に比例して増加するが, 高線
















第3章ではスチレンをとりあげて研究している｡ スチレンを MTHFまたは 3MPにとかしてγ線照
射すると, もはや捕捉電子の 至SRスペクトルは観測されず, いくらか幅広い1 本線スペクトルが観測さ
れた｡ この 1 本線は可視光照射により消滅し, また電子捕捉剤を添加すると現われないことからスチレン
アニオンラジカルと考えられた｡
また第4葦ではα- メチルスチレンについて検討している｡ この場合にはスチレンと同様に MTHFお
よび 3MP中でγ線照射してアニオンラジカルが観測された｡ これは昇温に伴い, α, α- ジメチルベン
ジルラジカルに変化した｡
次に第4編においては3.3ビス (クロロメチル) オキセタン (BCMO)の固相重合機構について研究し
た結果が取扱われている｡















まず第 1 章ではピリジンについて研究し, 3種のスペクトルを観測している｡
次に第2章ではピリジン錯体について研究し, ラジカル生成に対する金属アニオンおよびピリジン誘導
体の種類の影響について検討している｡






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
この論文では初めに剛性溶媒法を用いて放射線重合の初期過程について検討し, 続いて放射線固相重合
の機構について, いずれも主として ESR法によって研究した結果がまとめられている｡ 得られた結果の
概要を次のように要約することができる｡











(6) ピリジンを -196oCで照射することによってピリジンカチオンラジカルの ESR不ベクトルが得
られることがわかった｡
(7) 種々の環状エーテルを -196oCで照射し生成するラジカルについて検討し, 主として酸素原子に
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隣接した炭素上の水素原子が離脱したラジカルが生成することを知った｡
これを要するにこの論文は剛性溶媒法を放射線化学に応用し放射線照射で生成した活性種の ESRスペ
クトルを観測することによって直接に重合機構の解明を試み, また放射線固相重合ではモノマーを放射線
照射した時に生成するラジカルの ESRスペクトルを観測することによって, 固相重合の重合機構を論じ
たものであって, 学術上はもとより工業上にも貢献するところがすくなくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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